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この時､運動方程式は
a Fa -e8abcAbFC -o




-様な空間を仮定 .(A?(t))す ると (3)は次の様な- ミル トン系になる :
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これを､su(2)ヤンミルズ古典力学 という｡ガウスの法則を満たすようなアンザッツ











時間依存性を持 ったサー .ヤン ･アンザッツ
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のもとで (3)は 1+1次元の場の理論と等価になる :




るのはウ一 ･ヤン ･モノポール解 p-0である｡
この系の可積分性をFerm卜Pasta-Ulamの方法で調べる｡即ち､弦の運動を非線形振動子とし
て離散化 し､振幅をモー ド展開 して､モー ド問のエネルギー分布を調べるoモー ド間のエネル
ギー交換が周期的であれば､系はレギュラーで不変 KAM トー ラス上に存在するが､等分配
的ゼあればェルゴティツクである. (5)を離散化する :
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A sinニLL 甲 (i,0)-0
●
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甲 (0,t) -'P (N,t)-0 (10)
とする｡ここで､Aはj-N/ 2,での¢.(0)の値であり､摂動の大きさを表す｡
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場が時間だけに依存する場合は､ヤンミルズ ･ヒッグス古典力学 として詳 しく調べられてい
るo そして､ヒッグス場の真空期待値がある値を越すとカオティックな状態からレギュラーな
系に移る､一種の相転移に似た現象が起こる｡ - ミル トニアンは (5)に調和振動のポテンシ
ャル γ(x2+y2+Z2)/ 2を付け加えたものになる｡ このγが二つの場の結合定数の比であ
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時空間に依存 したヤンミルズ場方程式のウ一 ･ヤン･モノポール解は､誘導現象､相関､ リ
ヤプノフ指数の計算などから､ダイナミカルなカオスを示すことが分かった｡この結論は､ヤ





ヤンミルズ ･ヒッグス系において､レギュラーな相とス トカスティックな相の二相が存在 し､
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